
　

２
０
１
４
年
に
始
ま
っ
た

『
い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク

ス
』
は
、
今
回
で
４
回
目
。

会
場
で
出
会
う
人
の
多
く
が

「
前
回
の
ア
ー
ト
ミ
ッ
ク
ス
が

楽
し
か
っ
た
の
で
ま
た
来
ま

し
た
」
と
口
に
す
る
。
１０
年

の
間
、
作
品
が
変
わ
ら
ず
そ

こ
に
あ
る
た
め
に
地
域
の
人

が
手
を
か
け
守
り
続
け
て
い

る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
作

品
を
た
だ
鑑
賞
す
る
だ
け
で

な
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、

そ
の
作
品
を
支
え
る
あ
ら
ゆ

る
人
々
の
情
熱
が
幾
層
に
も

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
、
そ

ん
な
こ
と
を
体
感
で
き
る
芸

術
祭
だ
。

　

旧
月
出
小
学
校
が
芸
術
の

発
信
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
月
出
工
舎
に
は
、
作

品
１３
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ア
ー
ト
ミ
ッ
ク
ス
へ
の
参
加

が
き
っ
か
け
で
市
原
に
移
住

し
た
染
織
作
家
・
岡
博
美
さ

ん
の
新
作
は
、『
そ
こ
と
こ
こ

が　

つ
な
が
る
時
』。
月
出
の

植
物
で
染
め
た
布
を
ガ
ラ
ス

管
に
閉
じ
込
め
た
。
サ
ク
ラ
、

ウ
メ
、
ビ
ワ
な
ど
、
森
を
整

備
し
た
廃
材
を
利
用
し
、
藍

は
月
出
工
舎
で
育
て
た
も
の

だ
。「
月
出
の
森
が
秘
め
た
カ

ラ
フ
ル
な
世
界
を
再
現
で
き

な
い
か
と
の
想
い
を
形
に
し

た
」
と
岡
さ
ん
は
語
る
。
週

替
わ
り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や

デ
ザ
ー
ト
が
楽
し
め
る
『
ヤ

マ
ド
リ
珈
琲
』
は
、
金
土
日
・

祝
日
の
営
業
。
５
／
５
㈰
夜

間
の
『
月
夜
の
ア
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
』
は
申
込
み
不
要
。

　

市
原
湖
畔
美
術
館
で
は
、

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
『
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ

×
Ａ
Ｒ
Ｔ
×
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
｜
交
差
す
る
世

界
と
わ
た
し
』
を
６
／
２３
㈰

ま
で
開
催
（
詳
細
は
２
ペ
ー

ジ
に
て
）。
田
淵
の
チ
バ
ニ
ア

ン
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
は
、
５
／
１８
㈯
、
１９
㈰
に

ニ
ブ
ロ
ー
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
『
風
か
水
や
が
ら
ん
と

し
た
空
か
』
が
行
わ
れ
る
。

月
崎
駅
に
佇
む
『
森
ラ
ジ
オ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
×
森
遊
会
』

は
、
小
湊
鉄
道
の
旧
詰
所
小

屋
を
森
に
見
立
て
た
木
村
崇

人
の
作
品
。
５
／
１８
㈯
に
は

『
苔
玉
作
り
』
な
ど
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
る
。

　

牛
久
で
は
、
上
総
牛
久
駅

駅
舎
と
商
店
街
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
８
作
品
を
展
示
。『
世

界
の
９
人
の
光

の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
』
に
も
選
ば

れ
て
い
る
千
田

泰
広
の
『
Ａ
ｎ

ａ
ｌ
ｅ
ｍ
ｍ

ａ
』
は
、
暗
闇

に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
無
数
の
糸

が
光
線
に
よ
っ

て
照
ら
し
だ
さ

れ
る
幻
想
的
な

作
品
だ
。
柳
建

太
郎
の
『
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
』
は
、
ガ
ラ
ス
が

神
秘
的
な
光
を
放
つ
。
土
日
・

祝
日
に
は
ガ
ラ
ス
細
工
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。

駅
前
に
は
一
見
ト
イ
レ
と
は

気
づ
か
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
ト

イ
レ
が
５
つ
。
藤
本
壮
介
の

『
里
山
ト
イ
レ
』
だ
。

　

２
０
１
６
年
に
１
４
０
年

の
歴
史
を
閉
じ
た
旧
平
三
小

学
校
。
理
科
室
や
音
楽
室
、

階
段
な
ど
校
舎
を
そ
の
ま
ま

活
か
し
た
作
品
が
、
光
の
点

滅
や
音
楽
で
来
場
者
を
ハ
ラ

ハ
ラ
と
さ
せ
る
。
ア
ブ
ド
ゥ

ル
ラ
ー
マ
ン
・
ア
ブ
ダ
ラ
の

『
最
後
の
３
人
』
は
、
閉
校
時

に
３
人
し
か
い
な
か
っ
た
生

徒
を
赤
い
リ
ン
ゴ
に
見
立
て
、

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
華
や
か
な

明
か
り
で
照
ら
す
。
会
期
中

の
土
日
に
は
校
庭
で
豚
汁
や

焼
き
芋
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作

品
の
店
舗
な
ど
が
出
店
す
る
。

　

旧
里
見
小
学
校
の
体
育
館

で
は
、
豊
福
亮
が
市
原
の
工

場
夜
景
を
モ
チ
ー
フ
に
『
里

見
プ
ラ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

を
構
築
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
懐
中
電
灯
を
片
手
に
進

め
ば
、
さ
な
が
ら
工
場
見
学

の
よ
う
。
彫
刻
家
・
森
靖
の

作
品
は
『
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ　

ｕ

ｐ
｜
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｅ　

ｏ
ｆ

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｙ
』。
現
代
に

必
要
と
さ
れ
る
自
由
と
は
何

か
を
考
え
な
が
ら
、
女
性
が

モ
チ
ー
フ
の
木
彫
２
点
を
並

行
し
て
制
作
中
。
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
初
参
加
と
い
う
森
さ
ん
は

来
場
者
と
の
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
「
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
新
し
い
表
現
を
探
求
で

き
た
ら
」
と
木
を
刻
む
。
校

庭
で
は
『
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ　

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
が
料
理
と

く
つ
ろ
ぎ
の
場
所
を
提
供
す

る
。
５
／
１８
㈯
の
『
お
に
ぎ

り
の
た
め
の
運
動
会
』
は
、

３
日
前
ま
で
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
要

予
約
。
最
終
日
５
／
２６
㈰
に

は
、
房
総
の
様
々
な
食
材
や

料
理
を
販
売
す
る
『
Ｅ
Ｎ　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　

Ｂ
Ａ
』（
エ
ン

ニ
チ
バ
）
が
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

を
締
め
く
く
る
。

　

１
９
２
８
年
建
築
の
木
造

校
舎
を
地
元
の
人
が
協
力
し

て
買
い
上
げ
、
維
持
し
て
き

た
内
田
未
来
楽
校
に
は
２
つ

の
作
品
。
上
総
地
方
の
袖
凧

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
角
文
平

の『
Ｈ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
』な
ど
が
、

空
間
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
近
く
の
旧
内

田
小
学
校
で
は
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
に
併
せ
『
お
も
て
な
し
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
４
』

が
進
行
中
。
会
期
中
の
土
日
・

祝
日
に
、
東
京
藝
術
大
学
の

学
生
に
よ
る
作
品
展
示
や

様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

地
元
産
品
を
生
か
し
た
食
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

作
品
公
開
時
間
は
１０
時
～

１７
時
。
火
・
水
曜
定
休
（
一

部
施
設
は
時
間
・
定
休
日
が

異
な
る
）。
作
品
鑑
賞
パ
ス

ポ
ー
ト
は
一
般
３
５
０
０
円
、

小
中
高
生
２
０
０
０
円
、
小

学
生
未
満
・
障
が
い
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
と
介
添
人
１

名
無
料
。（
千
葉
県
内
の
小
中

学
生
に
は
無
料
引
換
券
を
配

布
）、
エ
リ
ア
鑑
賞
券
、
個
別

鑑
賞
券
も
有
。
無
料
周
遊
バ

ス
有
。
本
稿
紹
介
以
外
に
も

イ
ベ
ン
ト
多
数
。
詳
し
く
は

公
式
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
。（
石
井
）

問
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
４
３
８
・
３８
・
６
５
６
３

https://100nengo-
art-fes.jp/uchiboso/

 

百
年
後
芸
術
祭
ー
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
ー

  

春
の
風
に
誘
わ
れ
て 

ア
ー
ト
な
散
策
へ

　
　
　
　

  

ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
２
０
２
４   

５
／
26
㈰
ま
で
開
催

　

千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事
業
『
百
年
後
芸
術
祭
～
環
境
と
欲
望
～
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
』

が
５
／
26
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
音
楽
家
の
小
林
武
史
、
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
『
い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
』
も
手
掛
け
た
北
川
フ
ラ
ム
。
市
原
・
木
更
津
・
君
津
・

袖
ケ
浦
・
富
津
の
内
房
５
市
を
舞
台
に
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
、
音
楽
・

映
像
・
ダ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
融
合
し
た
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
食
を
テ
ー
マ
と
し
た

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
市
原
市
で
は
『
ア
ー
ト
×
ミ
ッ
ク
ス
２
０
２
４
』
を
市

内
７
つ
の
拠
点
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。

 

10
年
目
の
春

ア
ー
ト
に
グ
ル

メ
に
盛
り
沢
山

岡
田
杏
里
『
月
が
生
ま
れ
た
と
き
』（
月
出
）

上
：
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ー
マ
ン
・
ア
ブ
ダ
ラ
『
最
後
の
３
人
』（
平
三
）、
下
：
来

場
者
と
歓
談
す
る
森
靖
さ
ん
『Start up

―Statue of Liberty

』（
里
見
）

　

子
ど
も
の
歯
は
乳
歯

が
２０
本
あ
り
ま
す
。
２

才
半
で
揃
い
ま
す
。
そ

の
後
６
才
頃
か
ら
奥
に

第
一
大
臼
歯
が
は
え
て
、

下
顎
・
上
顎
の
前
歯
が

か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

虫
歯
に
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
が
、
乳
歯

が
早
く
抜
け
な
い
こ
と

は
も
っ
と
重
要
で
す
。

何
故
な
ら
次
に
は
え
て

く
る
永
久
歯
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
お
き
、

ち
ゃ
ん
と
永
久
歯
が
は

え
て
く
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
指
す
べ
き
な

の
で
す
。
そ
こ
で
当
院

で
は
子
ど
も
に
チ
ェ
ア

に
座
っ
て
衛
生
士
に
よ

る
歯
ブ
ラ
シ
指
導
と
か

フ
ッ
素
塗
布
と
か
慣
れ

て
い
く
こ
と
を
ま
ず
目

指
し
ま
す
。
最
初
か
ら

積
極
的
に
治
療
し
て
い

く
と
嫌
が
っ
て
歯
科
医

院
を
拒
否
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
安
心
し
て
歯
ブ
ラ

シ
と
か
に
慣
れ
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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千
葉
県
南
房
総
市
に
あ
る

酪
農
の
さ
と
は
日
本
酪
農
発

祥
の
地
で
、
江
戸
時
代
に
八
代

将
軍
・
徳
川
吉
宗
が
イ
ン
ド

産
の
白
牛
を
飼
育
し
て
、
乳

製
品
を
作
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
濃
厚
で
コ
ク

の
あ
る
牛
乳
や
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
特
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
は
絶
品
で
す
。
小
高
い
丘

に
は
ヤ
ギ
が
放
し
飼
い
に
さ

れ
て
い
て
、
餌
や
り
も
で
き

ま
す
。
干
し
ミ
カ
ン
の
皮
が

大
好
物
で
人
な
つ
っ
こ
い
子

ヤ
ギ
も
愛
ら
し
く
、
小
さ
い

お
子
さ
ん
も
大
喜
び
で
家
族

連
れ
に
人
気
で
す
。

　
珍
し
い
白
牛
は
全
身
が
白

く
て
耳
は
大
き
く
背
中
に
は

コ
ブ
が
あ
り
、
穏
や
か
な
優

し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
牧
場
の
緑
に
、
淡
い
ピ

ン
ク
の
５０
本
程
の
桜
が
綺
麗

で
、
近
く
に
小
川
の
せ
せ
ら

ぎ
も
あ
り
ま

す
。
初
夏
に

は
優
雅
に
泳

ぐ
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
で
カ

ラ
フ
ル
な
こ

い
の
ぼ
り
の

一
群
が
お
目

み
え
し
、
来

園
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。
酪

農
の
歴
史
を

展
示
し
た
博

物
館
や
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
あ
り
、
写
真
展
や
絵
画
展

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
酪
農
の
さ
と
で
自
然

と
触
れ
合
い
、
美
味
し
い
も

の
に
癒
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
市

原
市
写
真
連
盟
　
ち
は
ら
台

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
　
三
浦
映
代
）
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◆発行日の２週間前までにご連絡ください。
　専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に住所・氏名・ＴＥＬ・広告文面など所定
　の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。

◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお
　振込下さい。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ヤマハピアノ高価   コンドー楽器  0120-137-512
●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●50代からの健康ストレッチ体操　女性限定  体験有
八幡公民館 ㈭ ・五井公民館 ㈯　☎080-3205-9386
●生田流お琴教室生徒募集　市原若宮・千葉みなと
曜日・時間応相談　自分の好きな曲を気軽に楽しみま

しょう！　見学・体験可　☎090-7187-9961　吉村

●ネズミ駆除　超プロが１回で完全駆除　駆除の対象、
長期生息、家屋に被害の有る方　★一戸建・アパートに
限定　任せて安心　創業54年の信用　半永久的効果
田辺消毒防除センター　☎0436-25-2801
●ミシン直しま専科！　90%は直ります　家庭用ミシン
どこのメーカーでもＯＫ　持ち込み修理ＯＫ
街のミシン屋いちばん館　☎０４３６-２０-３４８３

●フロント係　19時～23時　時給1,100円　深夜手当・
交通費支給　アタックゴルフ市原　
受付㈪～・藤成産業　☎0438-62-6172
●損保事務　自動車保険の継続案内　保険募集人資格

をお持ちの方　時給1,100円　9：30～ 16：00の間で
勤務日数を含め応相談　
T A X市原自動車　☎0436-23-0002
●アルバイト募集　高校生～フリーター　未経験O K　
ホール・配膳・洗い場　週３～４日　㈰㈷休　昇給制
研修期間あり　時給：1,200円～ 1,500円　17:00～
22:00でシフト制　まかない食事付　
姉崎　宝や　☎0436-61-1975

●30～ 40代の結婚相談　ねむの木☎0475-52-5241
●どんぐり　はり・きゅう整骨院　院長は現役スポー
ツトレーナー　通常の施術のほか、女性のダイエット
メニューや交通事故後の治療など、不調や痛みなど相
談を　市原・八幡宿駅徒歩3分　☎0436-26-6004

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※掲載のお申込みはシティライフＨＰなどで。
　h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / c u s t o m e r /
　またはＦＡＸか郵送、メールで　ＦＡＸ0436-21-9142
　メール k i j i @ c l - s h o p . c o m
　

●保護猫の譲渡会・中止のお知らせ　４／ 28㈰に開
催予定だったジョイフル本田千葉店での譲渡会は中止
となります　連絡は「N P O法人ねこけん 千葉支部
O ffi c a l B l o g」で検索

●盆草教室　月２回・第２㈮㈰　９時半～ 15時半　
ぼんさい苑（市原市潤井戸）　盆栽・山野草のつくり
方～展示の仕方　随時受付、初心者歓迎　参加費：１回
2,000円（材料費込）　本吉　☎070-7522-7788

●パレスチナ・ガザへのチャリティコンサート 　４／
29㈷　14～ 15時半　京葉教育文化センター（辰巳台
東3-11-1）　1,000円　パレスチナのガザ地区では、死者・
負傷者が現在10万人超え　支援のため、元東京都交響
楽団主席チェリストの佐久間豊春氏とその楽団「チェ
リッシモ・ブラビッシモ!」によるコンサート　収益金
は全額ガザへ寄付　☎090-7108-1435
●向井絵手紙教室市内合同展　前期５／１㈬～ 10㈮　
後期５／ 11㈯～ 20㈪　市原市市民ギャラリー（ＪＲ
姉ヶ崎駅改札口）　市原市内４教室の一年間の学びと交

流絵手紙　向井　☎0436-61-2392
●認知症介護の会・はなみずき　５／２㈭ 　10時半
～ 12時半　五井公民館　テーマ「介護・認知症、相続の
基本」　朝岡　 ☎0436-24-5117
●１から分かる歎異抄講座 　５／３㈷10時～三和コ
ミュニティセンター　６㈷10時～ちはら台コミュニ
ティセンター　13㈪13時半～菊間コミュニティセン
ター　14㈫13時半～千種コミュニティセンター　20
㈪13時半～土気あすみが丘プラザ　30㈭13時半～
鎌取コミュニティセンター　参加費：1,000円　古典
の名著「歎異抄」をわかりやすく解説　
☎080-4102-3846　　
●ひきこもりのおしゃべり会　５／４㈷　13～ 15時
辰巳公民館　金子　☎0436-74-7617　
●千葉きりえ美術展　５／５㈷まで　10～ 17時、最終
日15時まで　船橋市民ギャラリー　入場無料　ギャラ
リートーク：５／５・14～ 15時
事務局・中島　☎047-447-4754　
●S P R I N G    L I V E2024 　５／５㈷　14時半開演　 
サンプラザ市原1F・ i S p a c e　無料　出演：都内・横
浜で活動するギタリスト・関秀樹　ギターとピアノの
デュエットライブ　ポップスやジャズの名曲中心、オリ
ジナル曲も演奏　ギター教室生徒さんによる演奏発表
もあり　観覧無料、予約不要　☎090-1806-0273　
●茂原牡丹園　５／６㈷まで　８～ 18時　期間中無休
茂原市山崎　入園料：1,000円、中学生以下無料　軽食あ
り・アイスクリームやあんみつなど　見ごろは来園前
にH Pや電話にて確認を　☎0475-22-4224　
●かずさのくに国府探検会　５／８㈬　９時半・国分
尼寺展示館集合　参加費：200円　上総国の国分寺お
よび国分尼寺の史跡を巡る　併せて祇園原貝塚、神門古
墳の史跡を訪ねる　雨天決行　☎0436-23-1098
●絵本で聖書　５／ 11㈯13時半～　五井ナザレン教会
無料　聖書絵本の読み聞かせ　どなたでも　
☎0436-21-0566
●市原市春季スナッグゴルフ大会　５／ 11㈯　雨天時
12㈰　開会式９時半～、閉会式14時～　市原市文化の
森　小学生以上　先着30名　参加費：大人1,200円、小
学生500円　用具あり（別途300円）　弁当、飲み物、帽
子持参、マスク着用は自由　申込：電話かＦＡＸで、氏名、

生年月日（学年）、住所、連絡先を、市原市スナッグゴル
フ協会・石井まで　☎. F A X .0436-61-4584
●ミニチュアきもの教室・フリーマーケット　５／ 11
㈯12㈰18㈯19㈰　９～ 16時　手打ちそばひらが（い
すみ市岬町中滝429）　手作り作品、その他いろいろ出
品　田中　☎080-7983-6491　
●市原ハワイアンフラフェスティバル　５／ 12㈰　
13時開演　上総更級公園　無料　市原にハワイの風
を！スローガンに地域に根ざした文化活動として毎年
開催　キッチンカー等もあり　☎090-5446-0772
●アコーディオンいちはら　５／ 12㈰14時～　ウエ
ルシア・コミュニケーションセンターいちはら　参加
費：300円　唱歌や世界の民謡、フォークソングなど懐
かしい歌や新しい歌など　歌集「うたのひろば」を使
用　話と指導：ないとうひろお　当日、直接会場へ　
車は第２駐車場に　鈴木　☎0436-62-4121
●いちはらフィールドマップ巡り・姉崎コース　５／
12㈰　９～ 12時　集合９時：J R姉ヶ崎駅東口　資料代：
一般200円・学生無料　平安時代の書物に名を刻む「姉
埼神社」、姉崎の先達が眠る「妙経寺」など、姉崎を代表
する歴史遺産をガイドのやさしい案内で巡る　
☎090-3544-3728
●シニアの集い・銀の鈴　５／ 14㈫　10時半～　五
井ナザレン教会　参加無料　健康体操・ゲームと歌・
脳トレ・交流など　どなたでも　☎0436-21-0566
●いきいき健康・介護フェス 　５／ 15㈬　10～ 16
時　入場無料　市原夢ホール(更級・ T T E Cビル１階）　
測定、体験コーナーも多数、介護用品特売会、口腔ケア講
習会、高齢者向け宅配弁当試食会、終活整理個別相談会な
ど　タカサ事業推進部　☎0436-26-7752
●ふるさとをつなぐ会・謎の上総国府を解く　５／
15㈬　９時半～ 11時半　市原市市民会館・２F会議室
一般200円・学生無料　いまだに所在地が分からない

「上総国府」　所在地は ｢村上｣ ｢郡本・門前｣ ｢市原｣ ｢
能満｣など諸説あり　講座では郡本、門前（古甲・古光）
から市原地区に移転した「移転説」で謎を解く　講師：
市原里づくりの会・山越国臣　☎090-3544-3728
●ブルーム・ガーデン・マルシェ　５／ 17㈮～ 19㈰
10時半～15時半　Broom Garden（いすみ市岬町井沢）
フードやスイーツ、ドリンク、雑貨とワークショップ　

ブルーム香房　☎0470-62-5708
●房総古代道研究会セミナー「房総における坂東３３
観音巡礼の道を復原する」　５／ 18㈯　13時半～ 15
時40分　サンプラザ市原　800円　29番札所「千葉寺」
から33番「那古寺」までの巡礼の道を、明治迅速図と現
存する道標を調べて復原した結果を発表　講師：山本
勝彦（房総古代道研究会々長）　☎0436-23-1098
●社交D A Nパーティ　５／ 18㈯13時半～　市原ダン
ススクール　1,000円　主催：さくらサークル
☎090-4746-1220
●クワガタとカブトムシの森づくり　５月～ 2025年
２月までの第４㈯・全６回　９～ 12時　市原市東国吉
五反田828番地　参加費：2,000円　クワガタとカブ
トムシの森づくりで良い汗を流しましょう　東いち
はらエコミュージアム　☎090-1179-5179
●フラメンコ入門　６／２～７／ 14の㈰・全４回
10～ 11時半　五井公民館　無料　男性講師の指導に
よる未経験者・入門向けの内容　全４回受講できる成
人　先着10名　フラメンコの基礎から学ぶ　要申込　
受付：５／５・８時半～・電話か直接窓口で　
☎0436-22-2121
●市原警察署・移動交番開設予定場所　４／ 30㈫10
時～道の駅あずの里いちはら　５／１㈬10時～イトー
ヨーカドー姉崎店　２㈭10時～三和コミュニティセン
ター、13時半～戸田コミュニティセンター　７㈫10時
～辰巳公民館、13時半～ローソン市原若宮三丁目店　
８㈬10時～姉崎公民館、13時半～千種コミュニティセ
ンター　９㈭10時～ちはら台コミュニティセンター、
13時半～菊間コミュニティセンター　10㈮10時～帝
京大学ちば総合医療センター、13時半～小湊鐵道光風
台駅　※変更になる場合もあり　市原警察署地域課　
☎0436-41-0110

申し込み方法

申し込み方法
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市
原
湖
畔
美
術
館
で
は
、
百

年
後
芸
術
祭
｜
内
房
総
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
｜
の
一
環
と
し
て

『
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
×
Ａ
Ｒ

Ｔ
×
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
Ｓ
｜
交
差
す
る
世
界
と
わ

た
し
』
を
開
催
し
て
い
る
。
現

在
市
原
市
は
５０
人
に
１
人
が

在
留
外
国
人
で
、
国
籍
別
で

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
最
も
多
く
、

次
い
で
中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
、

ベ
ト
ナ
ム
と
続
く
。
同
展
で

は
彼
ら
の
母
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

招
い
た
４
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
、
リ
サ
ー
チ
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
作
品
を
制
作
。『
市

原
に
暮
ら
す
多
様
な
民
族
的

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

人
々
が
共
に
生
き
る
社
会
を

願
い
求
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

と
し
て
展
開
す
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
デ
ィ
ン
・
Ｑ
・
レ
さ
ん

は
市
原
で
暮
ら
す
ベ
ト
ナ
ム

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね

た
。
異
国
の
地
で
家
族
を
思

い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
思
う
気
持
ち
の
強
い

彼
ら
に
、
こ
の
地
で
新
た
な

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
た
作
品
の
タ
イ
ト
ル

は
、『
絆
を
結
ぶ
』。
ベ
ト
ナ

ム
と
日
本
で
集
め
た
古
着
で

ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
、
様
々

な
ル
ー
ツ
を
持
つ
外
国
人
が

協
働
し
作
っ
た
キ
ル
ト
と
ラ

グ
を
空
間
芸
術
に
仕
上
げ
た
。

惜
し
く
も
デ
ィ
ン
さ
ん
は
、
４

月
６
日
に
ベ
ト
ナ
ム
に
て
急

逝
さ
れ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
リ
ー

ロ
イ
・
ニ
ュ
ー
さ
ん
の
作
品

は
『
多
次
元
港
と
し
て
の
バ

レ
テ
』。
バ
レ
テ
は
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
に
み
ら
れ
る
巨
樹
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
神
話
に
幽
霊

の
木
と
し
て
登
場
す
る
。
市
原

で
集
め
た
４
千
本
も
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
美
術
館
周
辺
で

伐
採
し
た
竹
で
作
っ
た
バ
レ

テ
で
Ｓ
Ｆ
的
な
世
界
を
出
現

さ
せ
、
環
境
問
題
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
。
外
国
籍
の
人
々
が

多
く
集
ま
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

２
ケ
所
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
そ
こ
で

彩
色
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
花
と
し
て
咲

か
せ
た
。
同
展

は
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
終
幕
後
も
６

／
２３
㈰
ま
で
開

催
。
詳
し
く
は

問
合
せ
を
。

問
市
原
湖
畔
美
術
館

☎
０
４
３
６
・
９８
・

１
５
２
５

https://lsm
-

ichihara.jp/

開
館:

平
日
１０
時
～

１７
時
、
土
曜
・
祝
前

日
９
時
半
～
１９
時
、

日
曜
・
祝
日
９
時
半

～
１８
時
（
最
終
入
館
は
閉
館

３０
分
前
）
休
館
日
：
火
曜
（
４

／
３０
除
く
）　

入
館
料
：
一
般

千
円
、
大
高
生
・
６５
歳
以
上

８
０
０
円
、
中
学
生
以
下
・
障

が
い
者
手
帳
お
持
ち
の
方
と

介
添
者
１
名
無
料　

＊
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
期
間
中
（
～
５
／

２６
）
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
入

館
可

　

５
／
１８
㈯
に
は
同
美
術

館
を
会
場
に
、
開
発
好
明

『
１
０
０
人
先
生
の
１０
本
ノ
ッ

ク
』
を
開
催
。
１３
時
半
～
『
ス

ケ
ボ
ー
先
生
』（
プ
ロ
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ダ
ー
・
古
賀
魁
気
）、

１５
時
～
『
タ
イ
ガ
ー
立
石
先

生
』（
平
野
到
・
埼
玉
近
代
美

術
館
主
任
学
芸
員
）。
パ
ス

ポ
ー
ト
提
示
で
無
料
、
パ
ス

ポ
ー
ト
が
な
い
場
合
は
１
講

座
５
０
０
円
。
予
約
不
要
・

先
着
順
。（
石
井
）

問
内
房
総
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
４
３
８
・
３８
・
６
５
６
３

https://100nengo-
art-fes.jp/

  「ＩＣＨＩＨＡＲＡ×ＡＲＴ×ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮＳ
　　　　　    ―交差する世界とわたし」
　　　　　　　　  6/23 ㈰まで開催中　市原湖畔美術館

リ
ー
ロ
イ
・
ニ
ュ
ー
《
多
次
元
港
と
し

て
の
バ
レ
テ
》
撮
影
：
田
村
融
市
郎

デ
ィ
ン
・
Ｑ
・
レ
《
絆
を
結
ぶ
》

撮
影
：
田
村
融
市
郎

 

「
乗
ら
な
く
な
っ
た
愛
車

を
売
却
し
た
い
」
「
免
許
返

納
で
車
が
不
要
に
な
っ
た
」

「
下
取
り
価
格
が
安
い
…
」

　

そ
ん
な
時
は
、
地
元
市
原

で
創
業
４６
年
の
実
績
と
信
頼

を
誇
る
Ｔ
Ａ
Ｘ
市
原
自
動
車

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
み
て

は
！？
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
っ

て
動
か
な
い
、
お
店
ま
で

持
っ
て
行
く
の
が
面
倒
、
走

行
距
離
が
多
く
て
古
い
の
で

値
段
が
つ
か
な
い
の
で
は
…

そ
ん
な
車
で
も
、
電
話
一
本

で
ス
タ
ッ
フ
が
ご
自
宅
ま
で

来
て
く
れ
て
、
あ
な
た
の
大

切
な
愛
車
を
親
身
・
丁
寧
に

査
定
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
車
を
売
却
し
た
際

に
か
か
る
処
分
費
用
や
手
数

料
も
一
切
か
か
ら
ず
、
面
倒

な
手
続
き
も
不
要
と
の
こ
と

な
の
で
、
と
っ
て
も
安
心
で

す
ね
！

　

只
今
、
買
取
最
低
保
証
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で
す
。
５

月
末
ま
で
普
通
車
３
万
円
、 

軽
自
動
車
１
万
円
で
の
最
低

買
取
額
を
保
証
中
！

Ｔ
Ａ
Ｘ
市
原
自
動
車
セ
ン
タ
ー

市
原
市
君
塚
５-

１-

２０　

営
９
時
３０
分
～
１８
時　

㉁
水
曜
・
第
一
火
曜
日

☎
０
４
３
６
・
２３
・
０
０
０
２ 

車
を
売
る
な
ら
親
切
・
丁
寧
な

    

「
タ
ッ
ク
ス
市
原
」へ
！
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